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ユリから分離された
チュー リップモザ イクウイルスの 1系統
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わが国のユリに発生している病原ウイルス としては キュウリモザイク ウイルス (cu-




を報告した12'.本ウイルスは ユリ科植物の外に,TBVが感染しないと されている Che-
noPodiumquinoa,ツルナ,セソニチコウ,Nicoianaclevelandiiなどの仙物に感染し
































(V/W)の0.1%チオグリコール酸を含む 0.1M りん酸緩衝液 (pli7.0)を加えて磨砕し
たのち,2giのガーゼで搾汁した.粗汁液に1/4容丑の四塩化炭素を加えて10分間か くは
んしたのち,3,000×9,15分間遠心した. 遠心上淋 二塩化ナ トリウム (0.1M),Triton
X-100(1%)およびPEG6,000(5%)を加えて潜解し,4oCに6時間静常した.6,000×g.











実 験 結 果














ツルナの 接種菓あるいは チュ一.)ップの全身感染薬を接種源として 17科 55種の植物




は感染しなかった. ナ7,料:タバコ (N.iabacum cvs.White Burley,Samsun),N.






























(Pisumsativum), ソラマメ (Viciafaba), イソゲン (Phaseolusvulgaris), ササゲ
(Vignasinensis), 7ズキ (Tr.angularis), 1)ヨク トウ (V.radiaia), 7カ クローバ
ー (Trifoliumpratense), アルファルファ (Medicagosaliva), レ ン ゲ (Asiragalus
sinicus),Cassiaoccidenialis,キク科:ヒマワリ(Hel子anthusannuus),アスター(Cal-
1isicPhuschinensis),キソ七ソカ (CalendulaojiPcinalis), ゴボウ (Arctium la♪1)a),
シュソギク (Chrysanthemumcoronarium), レタス (Laciucasaliva), ウリ科:スイカ
(Citrulluslanatus), メロソ(Cucumismeloγar.reticulatus), シロウリ (C･melo
γar,conomon),キュウリ (C.sativus), ニホ ンカボチャ (Cucurbitamoschaia),ペポ
カボチャ (C.pepo),-チマ (Lunacylindrica),アブラナ料:カブ(Brassicaraba).
-クサイ (B.pekinensis), キャベツ (B.oleracea), ダイコン (Raphanussalivus).
ユリ科:ネギ (AlliumPstulosum), ニラ (A,luberosum). 7オイ科:オクラ (Abel-
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moschusesculenlus),イネ科:トウモロコシ(Zeamays),ヒルガオ科‥7サガオ(Phar-
bitisnil), キョウチクトウ科‥ニチニチソウ (Catharlmthusroseus), ナデシコ杵 ヒ
ジョナデシコ (Dianthusbarbatus),アヤメ糾:アヤメ (Irissanguinea), ヒガン/くナ
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処理した場合,抗体の付着瓜は TBV-T よりも TBV-Lの方が多く,免疫喝新法でい巧者
に迎いがみられた (PlateIト7.8).
8.干 渉 効 果
















ップに COlorbreakingを起こす こと,2)本ウイルスは TBVと血清学的に近い炊練Dg
係にあり,i.(J'ゥィルス間の SDI(serologicaldi斤erenciationindex)15'は2であること,









の比較試験を行った結 果, これらの5種の ウイルスを一括 して tulipbreakingvirLIS
(Marmortulipae)と呼び,それぞれはその Strain(sub-specleS)であるとした.最近





しかし,本業畝で各柾のユリから分離 した TBV(TBV-L)は既報の TBVに7^られ
なかったユリ科以外の7唖の双子兼組物に感染した.すなわち,TBV-Lはツルナ,C.













TBV-Lおよび TBV-T の2,3のユリ科机物での病微を比較した結見 シソテッポウ
ユリおよびタカサゴユリではほぼ同じであったが,供試したチューリップの2品種では児
なっていた. チューリップ品種 RedMatadorにおける接種翌年の病徴は TBV-Lでは
射 こ激しいモザイクを生じ, 花はブラインドとなった. 一方,TBV-T では卦 こモザイ
ク,花弁に典型的な colorbreakingを生じた. また,品唖 Renownの接磁当年におけ
る病徴は両ウイルスとも葉にモザイク,花に colorremovingtypeの colorbreaking


















よび STBV と反応したが,STBVあるいは MTBVに対する抗血清は ST8V とのみ反
応し,LVとは反応しなかったことを報告している. また,Derksら2) はチューリップ
の品種 JackLaanから分離された TBVに対する抗血楢は チュ-リップよりもユリに感


















ツルナ租汁液中での不活化温度は55-60oC,10分, 耐希釈性は 10-3- 10~4, 耐保存･性は
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6-8日(20oC)であった.
TBV-L および TBVIT 感独英ojDN.拭料中には,｣てさ約 760nm のひも状粒If-と細胞
f-[封入体の破片が観察された.
ツルナの病巣を材料に して TBV-Lの部分純化を 試(7,J=. ウイルスの 収出は/+t葉 1kg
当り2-3mgであった.部分純 化した TBV-Lを家兎に筋肉江射 して,micro-precipllln
les亡で力価 1/128を有す る抗血清を得た. 本抗血清は 免疫也新法で TBV-L と512倍希
釈 まで,TBV-T とは 128倍希釈 まで反応 し, 両者の抗原性に差鵜がみ られた.
タカサ ゴユ リで TBV-L と TBV-T との間に完全な干渉効果が成立 した.
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Trom infectedT.exbansa.5)A mixtureofTBVILandirissevere mosaic
virus･6)A m)xtul.eOfTBVIT andcymbidiLIrnmosaicvlruS.7.8)A mix-
tureofTf;Ⅴ-LandTBV-T.
Barsil1thepl10tOmicrograplSrepresent300nm.
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